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Abstract

This paper describes the ttrind roter generator dynaHics and its parameter estirnation

method and control strategies under atomospheric wind turbulence

First, systen dynaHlics of the aerogenerators is fOrmularized assuHling that the torque

coemcient is linearly dependent on the tip speed ratio under stable operation.  Second, the

parameter estirnation method of the torque coefncient is proPosed using the tirne serial data of

the rotational speed change due to step load disturbance under quasi stationary state of Ⅵ/ind

speed  Using these parameters,the optilnuHl Po、 i、アer lnatching condition to、|'ind energy and the

optirnum excitation vOltage control method of the aerogenerator are discussed.  Finany, t、 v。

control strategies of the excitation voltage for the maxiFnum pOⅥ /er output are presented and

sirnulation results are compared

1。  まえがき

昭不日48年の石油ショックを契機 として,世界

的にエネルギーに対する危機感 と関心が高まっ

た。それと共に,資源節約・省エネルギー, 自

然エネルギーの見直 しと再開発,新エネルギー

の発掘 と開発等の機運が高揚 した。現在は脱石

油エネルギー或は代替エネルギーのために, 自

然エネルギー,新エネルギーの研究開発が活発

に行なわれている。 これに伴ってエネルギーの

多様化も進行しつつある。古来利用されている

風カエネルギーもその一つであ り,そ の有効な

利用技術の開発 と実用化の研究が盛んに推 し進

められている現況にある。

欧米諸国では特に大規模風力発電の研究開発

を強力に進めてお り,数百 kW級 からMW級
までの大型風力発電装置が建設されている。我

国においても小型小規模ではあるが,科学技術
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庁の「風 トピア計画」,通産省の「サンシャイン

計画」に例を見るように,風力発電に関して各

研究機関,大学,電力会社その他民間企業等に

おいて研究開発が着々と進展してお り,その成

果も発表される段階になってきた。

昨今は学会等で発表される研究論文 も増加の

一途を辿ってお り,そ の中には風力発電システ

ムの特性解析を取扱かったものもあるが, これ

らは専ら風洞中での定常特性の解析が中心であ

り, 自然風による特性解析を扱かったものは少

ない。

言 うまでもなく, 自然風は非定常であ り,風
速,風向共に非常に変動が激しいものである。こ

のような自然風の中で運転される風力発電シス

テムを,風の変動に即応して最適な状態に制御

し運転するためには,そ の定常特性だけでなく

動特性を把握することが必要不可欠である。風

洞によらず自然風の中で風力発電システムの動

特性を把握できる方法があれば,風洞中での実

験ができない大型風車のような場合のみなら

ず,総ての風車の場合にも適用できるので真に
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